
７支部連合会が総会ＪＴＢ
旅ホ連

地
域
の
成
功
事
例
を

東
北

新
会
長
に
根
本
氏

関
東

宿
泊
増
売
な
ど
重
点

中
部

冨
森
氏
が
会
長
に

九
州

増
田
会
長
が
再
任

西
日
本

桶
川
会
長
を
再
選

北
海
道

　

沖
縄
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中
部
支
部
連
合
会
（
濱
田

政
利
会
長
、
８
７
０
会
員
）

は
５
月

日
、
石
川
県
金
沢

市
の
金
沢
東
急
ホ
テ
ル
で


年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。
年
度
事
業
計
画
で
は
、

「
活
発
な
交
流
機
会
の
創
出

　
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
」

を
基
本
テ
ー
マ
と
し
、
「
宿

泊
増
売
」
「
地
域
振
興
・
観

光
振
興
」
「
人
財
育
成
」

「
組
織
強
化
」
の
四
つ
を
重

点
推
進
事
項
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

　
宿
泊
増
売
は
、
宿
泊
販
売

目
標
４
５
０
０
億
円
（
中
部

７
４
１
億
円
）
の
達
成
を
第

一
に
挙
げ
た
。
旅
ホ
連
と
Ｊ

Ｔ
Ｂ
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＆
Ｗ
Ｉ
Ｎ
に

向
け
た
取
り
組
み
の
整
理
と

強
化
を
図
る
ほ
か
、
個
人
・

法
人
各
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト

・
グ
ル
ー
プ
各
社
の
販
売
チ

ャ
ネ
ル
を
通
じ
た
宿
泊
増
売

の
促
進
と
支
援
、
訪
日
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
り
扱
い

拡
大
な
ど
を
行
う
。
合
理
的

な
現
地
受
け
入
れ
研
修
、
個

人
宿
泊
研
修
の
制
度
構
築
と

活
用
促
進
に
も
取
り
組
む
。

　
地
域
振
興
・
観
光
振
興
は
、

「
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
」

を
推
進
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
地
域
交

流
事
業
へ
の
支
援
も
行
う
。

　
人
財
育
成
で
は
、
各
種
セ

ミ
ナ
ー
を
充
実
さ
せ
る
。

「
日
本
の
宿
　
お
も
て
な
し

検
定
」
の
受
験
者
と
受
験
施

設
数
の
拡
大
と
、「
ホ
テ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
実
務
検
定
」
の
受
験

奨
励
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

　
組
織
強
化
で
は
、
旅
ホ
連

活
動
の
全
会
員
へ
の
浸
透
と

告
知
強
化
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
と

の
交
流
機
会
の
創
出
、
会
員

施
設
の
維
持
・
拡
大
、
人
財

不
足
対
策
な
ど
を
進
め
る
。

あ
い
さ
つ
す
る
小
口
会
長

サ
ー
ビ
ス
優
秀
旅
館
・
ホ
テ

ル
表
彰
を
受
け
た
４
施
設
と

笹
本
名
誉
会
長

増
田
会
長

　
関
東
支
部
連
合
会
（
７
４

９
会
員
）
は
５
月

日
、
２

０
１
９
年
度
通
常
総
会
を
群

馬
県
・
伊
香
保
温
泉
「
一
番

湯
の
宿
ホ
テ
ル
木
暮
」
で
開

催
し
た
。
役
員
改
選
で
は
竹

内
順
一
会
長
に
代
わ
る
新
会

長
に
、
日
光
千
姫
物
語
社
長

の
根
本
芳
彦
氏
を
選
ん
だ
。

　

年
度
事
業
で
は
、
各
委

員
会
、
部
会
活
動
を
ベ
ー
ス

に
経
済
団
体
と
し
て
の
活
動

を
着
実
に
実
行
。「
活
発
な
支

部
活
動
　
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
」の
実
現
へ
向
け
、支
部

・
地
域
主
体
に
よ
る
支
部
活

動
を
徹
底
支
援
す
る
。
各
委

員
会
で
は
、
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続
。
宿

泊
増
売
連
絡
会
議
の
内
容
充

実
に
向
け
た
側
面
支
援
や
、

人
財
・
組
織
強
化
に
向
け
た

本
部
事
業
へ
の
取
り
組
み
も

着
実
に
実
行
し
て
い
く
。

　
新
体
制
２
年
目
と
な
る
Ｊ

Ｔ
Ｂ
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

化
し
、
「
魅
力
あ
る
素
材
・

商
品
の
提
供
に
よ
る
、
新
た

な
価
値
と
需
要
の
創
造
」
を

目
指
し
て
い
く
。

　
総
会
で
は
「
お
客
様
ア
ン

ケ
ー
ト
総
合
評
価
　
優
秀
旅

館
・
ホ
テ
ル
」
な
ど
の
各
種

表
彰
も
行
っ
た
。

　
【
お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
総

合
評
価
　
優
秀
旅
館
・
ホ
テ

ル
】
白
玉
の
湯
華
鳳
（
新
潟

県
・
月
岡
温
泉
）
▽
赤
倉
観

光
ホ
テ
ル（
同
・
赤
倉
温
泉
）

▽
一
番
湯
の
宿
ホ
テ
ル
木
暮

（
群
馬
県
・
伊
香
保
温
泉
）▽

あ
さ
や
（
栃
木
県
・
鬼
怒
川

温
泉
）
▽
鬼
怒
川
金
谷
ホ
テ

ル（
同
・
同
）▽
ホ
テ
ル
洲
の

崎
風
の
抄（
千
葉
県
・
館
山
）

▽
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
（
山
梨
県

・
山
中
湖
・
忍
野
）
▽
う
ぶ
や

（
同
・
河
口
湖
）▽
笛
吹
川
温

泉
　
坐
忘（
同
・
塩
山
）▽
和

心
亭
豊
月（
神
奈
川
県
・
元
箱

根
）
▽
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル（
東
京
都
・
東
京
駅
付

近
）▽
帝
国
ホ
テ
ル（
同
・
新

橋
・
銀
座
）▽
グ
ラ
ン
ド
ニ
ッ

コ
ー
東
京
　

台
場（
同
・
同
）▽

ザ
・
プ
リ
ン
ス
　

パ
ー
ク
タ
ワ

ー
東
京
（
同
・
品
川
・
浜
松

町
）
▽
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東

京
（
同
・
赤
坂
・
六
本
木
）

▽
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京（
同

・
池
袋
付
近
）▽
横
浜
ロ
イ

ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
（
神
奈

川
県
・
横
浜
）
▽
横
浜
ベ
イ

ホ
テ
ル
東
急（
同
・
同
）▽
浦

安
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
東
京

ベ
イ
（
千
葉
県
・
新
浦
安
・

浦
安
）
▽
ホ
テ
ル
エ
ミ
オ
ン

東
京
ベ
イ
（
同
・
同
）

　
九
州
支
部
連
合
会
は
５
月


日
、
佐
賀
市
の
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀
で

年

度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

役
員
改
選
を
行
い
、
新
会
長

に
青
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
社

長
の
冨
森
信
作
氏
を
選
任
し

た
。
豊
田
康
裕
会
長
は
顧
問

に
就
い
た
。

　
新
役
員
は
こ
の
ほ
か
、
名

誉
会
長
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
福
岡
支
店

長（
九
州
エ
リ
ア
広
域
担
当
）

の
井
上
浩
一
氏
、
副
会
長
に

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡
社
長

の

栁
健
二
氏
が
就
任
。
新

任
理
事
は
、
楠
水
閣
社
長
の

安
永
徹
、
坂
本
屋
社
長
の
坂

本
卓
也
、
い
ぶ
す
き
秀
水
園

社
長
の
湯
通
堂
温
の
３
氏
。

　
議
事
に
よ
り
承
認
さ
れ
た


年
度
事
業
計
画
は
、
「
活

発
な
支
部
・
連
合
会
活
動
に

よ
る
、
宿
泊
増
売
と
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
」
を
基
本
テ

ー
マ
に
据
え
、「
宿
泊
増
売
」

「
地
域
振
興
・
観
光
振
興
」

「
委
員
会
活
動
の
活
性
化
」

「
人
財
育
成
、
組
織
強
化
」

の
四
つ
を
柱
と
す
る
。

年

度
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
宿
泊

販
売
目
標
４
５
０
０
億
円
、

九
州
域
内
で
の
目
標
３
９
４

億
円
の
達
成
を
支
援
す
る
。

　
宿
泊
増
売
で
は
、
新
体
制

の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
九
州
仕
入
商
品

企
画
部
と
緊
密
な
連
携
を
図

る
と
と
も
に
、
「
旅
ホ
連
と

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＆
Ｗ
Ｉ
Ｎ

に
向
け
た
取
り
組
み
」
の
改

革
を
進
め
る
。
地
域
振
興
・

観
光
振
興
は
、
本
部
、
連
合

会
、各
支
部
、各
幹
事
支
店
、

九
州
仕
入
商
品
企
画
部
と
の

連
携
に
よ
る
活
動
を
強
化
。

委
員
会
活
動
は
「
未
来
」

「
人
財
・
組
織
強
化
・
情
報
」

「
ホ
テ
ル
（
部
会
）
」
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
」
各
委
員
会
の

活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
。
人

財
育
成
、
組
織
強
化
で
は
旅

ホ
連
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
研
修
、

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
を
支
援
し

て
い
く
。

　
＊
沖
縄
支
部
連
合
会
の
通

常
総
会
は
４
日
に
開
催
さ
れ

た
た
め
、
紙
面
制
作
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
関
係
か
ら
記
事
を

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
東
北
支
部
連
合
会
（
小
口

憲
太
朗
会
長
、４
１
７
会
員
）

は
５
月

日
、
山
形
県
天
童

温
泉
の
ほ
ほ
え
み
の
宿
滝
の

湯
で

年
度
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。

年
度
事
業
は

「
活
発
な
連
合
会
活
動
に
向

け
た
組
織
強
化
」
を
基
本
テ

ー
マ
に
、
宿
泊
増
売
に
向
け

て
地
域
に
即
し
た
取
り
組
み

を
行
い
新
た
な
成
功
事
例
を

創
り
上
げ
て
い
く
。

　
宿
泊
増
売
目
標
は
２
３
５

億
円
。
旅
ホ
連
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

Ｗ
Ｉ
Ｎ
＆
Ｗ
Ｉ
Ｎ
に
向
け
た

取
り
組
み
の
整
理
と
強
化
を

図
る
ほ
か
、
連
合
会
独
自
の

ウ
ェ
ブ
販
売
と
の
連
携
を
視

野
に
施
策
を
実
施
す
る
。
訪

日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
拡
大

を
図
る
た
め
欧
米
豪
に
特
化

し
た
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
タ

イ
ア
ッ
プ
作
戦
」
を
計
画
し

実
施
す
る
。
地
域
振
興
・
観

光
振
興
の
取
り
組
み
は
、「
杜

の
賑
い
」
へ
の
支
援
と
「
日

本
の
旬
」
へ
の
協
力
。

年

度
上
期
の
東
北
Ｄ
Ｃ
を
見
据

え
行
政
、
観
光
推
進
機
構
と

の
連
携
の
強
化
を
図
る
。

　
【
２
０
１
８
年
度
サ
ー
ビ

ス
優
良
施
設
】
蔦
温
泉
旅
館

（
青
森
県
・
蔦
温
泉
）
▽
星

野
リ
ゾ
ー
ト
奥
入
瀬
渓
流
ホ

テ
ル
（
同
・
お
い
ら
せ
渓
流

温
泉
）
▽
星
野
リ
ゾ
ー
ト
界

　
津
軽
（
同
・
大
鰐
温
泉
）

▽
四
季
亭
（
岩
手
県
・
つ
な

ぎ
温
泉
）
▽
松
島
温
泉
　
松

島
一
の
坊
（
宮
城
県
・
松
島

海
岸
）
▽
松
島
佐
勘
松
庵

（
同
・
同
）
▽
ア
ル
モ
ン
ト

ホ
テ
ル
仙
台
（
同
・
仙
台
）

▽
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
仙

台
（
同
・
同
）
▽
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形
（
山
形

県
・
山
形
）
▽
深
山
荘
高
見

屋
（
同
・
蔵
王
温
泉
）
▽
名

月
荘
（
同
・
上
ノ
山
・
葉
山

温
泉
）
▽
上
杉
の
御
湯
御
殿

守（
同
・
赤
湯
温
泉
）▽
九
兵

衛
旅
館（
同
・
湯
田
川
温
泉
）

▽
海
辺
の
お
宿
一
久（
同
・

湯
野
浜
温
泉
）▽
游
水
亭
い

さ
ご
や（
同
・
同
）▽
八
乙
女

（
同
・
由
良
温
泉
）▽
裏
磐
梯

高
原
ホ
テ
ル
（
福
島
県
・
磐

梯
高
原
）▽
四
季
彩
一
力（
同

・
磐
梯
熱
海
温
泉
）

　
西
日
本
支
部
連
合
会
は
５

月

日
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
京
都
（
京
都
市
左

京
区
）
で
通
常
総
会
を
開
催

し
た
。

年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
報
告
、

年
度
事

業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
を

承
認
し
た
。
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
増
田
友
宏
会
長
（
春

日
ホ
テ
ル
）
が
再
任
し
た
。

　
増
田
会
長
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、
「

年
度
は
自
然
災

害
が
多
く
、
な
か
な
か
厳
し

い
年
だ
っ
た
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
ワ

ン
Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
な
り
１
年
経
過

し
た
。
今
年
は
そ
の
効
果
が

表
れ
る
年
に
な
る
と
期
待
し

て
い
る
。関
西
は
大
阪
万
博
、

Ｉ
Ｒ
な
ど
で
海
外
か
ら
大
変

注
目
を
集
め
て
お
り
、大
阪
、

京
都
を
中
心
に
ホ
テ
ル
の
建

設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
、
人
手

不
足
問
題
が
深
刻
に
な
る
。

旅
ホ
連
本
部
の
人
財
育
成
の

各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
で
き
る
だ

け
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い

よ
う
に
全
国
各
地
で
期
間
を

短
く
し
て
開
催
し
て
い
る
の

で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
共
済
に

も
ぜ
ひ
入
っ
て
も
ら
い
た

い
。
令
和
元
年
、
新
た
な
気

持
ち
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
共
に
発
展

で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　
宇
田
川
雅
彦
名
誉
会
長

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
執
行
役
員
関
西
広

域
代
表
）
は
「

年
は
経
営

改
革
２
年
目
。
初
年
度
は
大

き
な
成
果
を
示
せ
て
い
な

い
。
な
ん
と
か
期
待
に
応
え

て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
一
歩

踏
み
込
ん
だ
ア
ク
シ
ョ
ン
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
と

も
不
退
転
の
覚
悟
で
皆
さ
ま

と
前
進
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

年
度
は
、
大
阪
北
部
地

震
、
西
日
本
豪
雨
、
台
風
被

害
と
自
然
災
害
が
続
い
た
昨

年
か
ら
の
回
復
を
目
指
す
１

年
と
し
、

年
度
上
期
の
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
全
社
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
日
本
の
旬
　
国
立

公
園
」
や
、
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
２
０
１
９
、
Ｇ

の
開

催
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
な
ど
地
域
誘
客
に
つ
な

が
る
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
な

が
ら
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
と
共

に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
あ
る
「
宿
泊
増
売
」

に
向
け
、
活
動
す
る
。

　
基
本
方
針
は
、
①
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
に
よ
る

宿
泊
増
売
の
推
進
②
地
域
振

興
・
観
光
振
興
の
推
進
、
地

域
交
流
事
業
へ
の
支
援
③
人

財
育
成
の
推
進
、
教
育
へ
の

支
援
④
組
織
の
安
定
・
強
化
、

支
部
活
動
の
活
性
化
な
ど
。

　

年
度
の
通
常
総
会
は


年
５
月

日
に
高
松
で
開
催

す
る
予
定
。

　
【

年
度
好
評
旅
館
・
ホ

テ
ル
表
彰
】
京
都
ホ
テ
ル
オ

ー
ク
ラ
（
京
都
府
・
京
都
）

▽
京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル

（
同
・
同
）▽
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
京
都（
同
・
同
）▽
ダ

イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
京

都
駅
前（
同
・
同
）▽
柊
家
旅

館（
同
・
京
都
市
内
）松
井
本

館（
同
・
同
）▽
柊
家
別
館（
同

・
京
都
市
内
）▽
文
珠
荘
松

露
亭（
同
・
天
橋
立
）▽
ザ
　

パ

ー
ク
　

フ
ロ
ン
ト
　

ホ
テ
ル
　

ア
ッ
ト
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
大

阪
府
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
シ

テ
ィ
）
▽
ホ
テ
ル
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
サ
ポ
ー
ト
　
ヴ
ィ
ー
タ

（
同
・
同
）▽
三
木
屋
（
兵
庫

県
・
城
崎
）
神
戸
み
な
と
温

泉
　
蓮（
同
・
神
戸
）▽
兵
衛

向
陽
閣
（
同
・
有
馬
）
▽
有

馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
同
・

同
）
▽
中
の
坊
瑞
苑
（
同
・

同
）
▽
観
水
庭
こ
ぜ
に
や

（
鳥
取
県
・
鳥
取
）
▽
海
色

・
湯
の
宿
松
月
（
同
・
皆
生

温
泉
）
▽
佳
翠
苑
皆
美
（
島

根
県
・
玉
造
温
泉
）
▽
天
然

温
泉
大
社
の
湯
　
い
に
し
え

の
宿
　
佳
雲
（
同
・
大
社
）

▽
琴
平
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
桜

の
抄
（
香
川
県
・
こ
ん
ぴ
ら

温
泉
郷
）
▽
湯
元
こ
ん
ぴ
ら

温
泉
華
の
湯
紅
梅
亭
（
同
・

同
）
▽
道
後
舘
（
愛
媛
県
・

道
後
）
▽
シ
ェ
ラ
ト
ン
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島
県

・
広
島
）
▽
錦
水
館
（
同
・

宮
島
）
▽
や
ま
ぐ
ち
・
湯
田

温
泉
　
古
稀
庵
（
山
口
県
・

湯
田
温
泉
）
▽
大
谷
山
荘

（
同
・
長
門
湯
本
温
泉
）

　
北
海
道
支
部
連
合
会
（
２

７
７
会
員
）
は
５
月

日
、

札
幌
市
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
札
幌
で
通
常
総
会
を
開

き
、
役
員
改
選
や

年
度
事

業
計
画
の
承
認
な
ど
を
行
っ

た
。
役
員
改
選
で
は
、
桶
川

昌
幸
会
長
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
）
を
再
選

し
、
副
会
長
に
新
任
１
人
を

含
む
６
人
を
選
任
し
た
。
役

員
の
任
期
は
２
年
で
、
桶
川

会
長
は
２
期
目
と
な
る
。

　
総
会
に
は
会
員
約
１
６
０

人
の
ほ
か
、
来
賓
と
し
て
旅

ホ
連
本
部
の
大
西
雅
之
会
長

や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
光
山
清
秀
、
皆

見
薫
両
常
務
が
出
席
し
た
。

　

年
度
事
業
で
は
、
本
部

重
点
課
題
で
あ
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と

連
携
し
た
宿
泊
増
売
、
地
域

振
興
・
観
光
振
興
、
人
財
育

成
、
組
織
強
化
の
取
り
組
み

を
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、

支
部
特
別
事
業
の
着
地
型
商

品
開
発
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対

応
へ
の
支
援
の
強
化
、
渉
外

営
業
担
当
者
の
研
修
受
け
入

れ
事
業
な
ど
を
推
進
。
地
域

で
の
宿
泊
増
売
連
絡
会
議
の

開
催
や
人
材
育
成
に
向
け
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加

な
ど
に
も
力
を
入
れ
る
。

　
桶
川
会
長
は
、
あ
い
さ
つ

で
「
昨
年
９
月
の
胆
振
東
部

地
震
の
際
に
は
、
業
界
あ
げ

て
被
害
の
ま
と
め
や
関
係
先

へ
の
陳
情
活
動
に
取
り
組

み
、
い
ち
早
く
支
援
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
謝

意
。
ま
た
、
今
後
の
宿
泊
業

界
に
触
れ
、
「
人
口
減
少
の

中
で
国
内
旅
行
客
も
右
肩
下

が
り
が
心
配
さ
れ
、
そ
れ
だ

け
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
め
ぐ

る
地
域
間
競
争
の
時
代
に
な

っ
て
く
る
。
関
係
者
一
丸
と

な
っ
て
個
性
あ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　
旅
ホ
連
本
部
の
大
西
雅
之

会
長
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
大
胆
な

経
営
改
革
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

化
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た

後
、
「
宿
泊
業
界
に
も
、
従

来
の
課
題
に
加
え
新
た
な
変

化
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い

る
。
多
く
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持

つ
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
、
送
客
と
受
け

入
れ
だ
け
で
な
く
、
経
営
改

革
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
双

方
が
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＆
Ｗ
Ｎ
に
な
る

新
た
な
関
係
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
だ
」
な
ど
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
ま
た
、
「
お
客
様
紹
介
運

動
」
実
績
上
位
旅
館
・
ホ
テ

ル
（
５
施
設
）
、
「
サ
ー
ビ

ス
優
秀
旅
館
ホ
テ
ル
」
（
４

施
設
）
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

笹
本
潤
一
名
誉
会
長
（
Ｊ
Ｔ

Ｂ
北
海
道
広
域
代
表
）
か
ら

各
施
設
の
代
表
者
に
表
彰
状

を
授
与
し
た
。

　
【
サ
ー
ビ
ス
優
秀
旅
館
・

ホ
テ
ル
】
キ
キ
知
床
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｌ
　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ｔ

▽
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
日
航

札
幌
▽
望
楼
Ｎ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｃ
Ｈ

Ｉ
函
館
▽
登
別
温
泉
郷
滝
乃

家


